
（１）助産師定着促進協議会の設置

・助産師就業の偏在、院内助産・助産師外来の開設状況等の実態把握
・本事業に関する運営・企画・分析等の実施等

（２）コーディネーターの配置

・出向先施設の選定を行い、出向元とのマッチングを行う。
※施設は地域（周産期医療ネットワークグループ）ごとに選定していく。
各施設の希望と目的等を踏まえたうえで、施設間の待遇調整等を支援する。

・出向中の出向者の相談にのり、支援を行う。

（３）助産師出向研修発表会の開催

・出向者と出向先双方から出向の効果を発表してもらい、事業の周知を図る
とともに、他施設との情報共有を図る。

区分 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

協議会
・

説明会

助産師出
向支援

●第１回協議会

（調査・相談会結果 承認）
・委託契約締結

・協議会委員の

委嘱

・受入施設選定 ●出向支援の事業説明会の開催

ニーズ調査の実施

（出向の意向調査）
出向支援・マッチングの実施（施設間の調整や契約締結等の支援、研修出向受入施設への施設支払

●第２回協議会

（経過報告・次年度計画等）

出向研修

発表会

令和3年度 助産師定着促進事業（再構築）

【目的】 助産師就業の偏在・施設の労働需要を把握し、「助産師出向支援」により助産師実践能力の強化とモチベーションアップを図り、助産師の定着を
促進する。

【実施方法】 東京都看護協会に委託して実施

事業の概要

スケジュール

資料６

東京都

東京都看護協会

●助産師定着促進協議会の設置

・本事業の運営、企画・評価・分析と実績報告の作成

●コーディネーターの配置

①協議会開催の事務

・協議会決定事項の実施

・施設への事業案内文書の作成・送付

② 助産師出向の支援

・研修受入施設の選定と謝礼支払

・出向希望の施設のマッチング

・出向先の助産師の業務内容、処遇面の調整、契約書作成に関する支援や相談

・出向期間中、出向先助産師への相談支援

委託 報告

交流・情報共有

助産師出向意向調査・院内助産の開設状況の調査

①出向希望

人数・経験年数等

③ 出向調整（紹介）

② 受入希望

人数・経験年数等

受入中の報告・相談

【出向元施設】

④ 出向の取り決め

（給与・待遇）

【出向先施設】
⑤ 助産師の出向

出向中、出向後の報告

出向・受入中の支援・調整

助産師出向研修発表会

日程・内容の調整

助産師出向支援

研修受入施設謝礼支払

出向研修の効果を他の助産師にも広める

➡ 事業参加に興味

研修出向中の人件費一部支払

事業内容


